
第４期中期計画  2021 年度～2023 年度

～〈ろうきん〉の役割発揮で人と人、社会をつなぐ～

～基本戦略～ （概略）

・労働者自主福祉、協同組織
  の福祉金融機関としての
  役割発揮

・創立70周年事業の
  展開

・持続可能な社会
  づくりへの貢献

・「人生100年時代」
  の安心支援

・ろうきんファン拡大

・デジタル技術を活用
  したサービス向上・
  業務改革

・人材育成

・事業の持続力向上

▼長期展望▼金融包摂

静岡ろうきん『長期展望』 ～10年後の目指す姿～

◆ 唯一の勤労者福祉金融機関、団体を会員とする協同組織の特性を活かし
た事業運営で、会員、間接構成員はもとより、勤労者、非営利・協同セク
ター、事業主、行政等、勤労者福祉を志向する関係者に必要とされる存在
であること

◆ 「人生100年時代」において、勤労者が一生涯にわたり、もっとも安心・信
頼して利用できる存在であること

◆ 持続可能な社会づくりに貢献し、社会から認められる存在であること
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『Connect    70』コ ネ ク ト

「ろうきんの理念」の実践と第4期中期計画の
重点課題への取組みを通じてSDGs達成に
貢献します。

「ろうきんの理念」の実践

▶格差や孤立を生む社会への不安に対し、協同組織の福祉金融機関である〈ろうきん〉は、勤労者
が安心できる持続可能な社会づくりのため、会員・勤労者の“つながり”をさらに強め、助け合い
の輪を社会に拡げます。

▶〈ろうきん〉は引き続きお客様本位の業務運営に徹し、どこよりもやさしい（優しい・
   易しい）金融機関を目指すことで、会員とともに「ろうきんファン」の拡大につなげます。

▶今日までの70年成長し続けてきた運動と事業を、感謝とともに未来へつなげます。
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